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ヒメフキバッタParapodisma etsukoana Kobayashi, 1986

は新潟，栃木，群馬，埼玉，東京，山梨，長野，静岡，
岐阜，富山，石川，福井，滋賀，三重，京都の各都府
県にのみ分布が知られるバッタ科（Acrididae）ミヤマ
フキバッタ属の一種である（Kobayashi, 1986; 日本直
翅類学会 （編）, 2016）. 
茨城県から生息が確認されていた本属の種はヤマト
フキバッタ P. setouchiensis Inoue， 1979とアオフキバッ
タ P. takeii（Takei, 1914）の 2種のみであった（井上, 

1993）が，今回著者は茨城県における 3種目の生息を
確認したので，県初記録として報告する．

採集記録

北茨城市中郷町，4♂，12♀，8-ⅩⅠ-2021，同，1♂，
10-ⅩⅠ-2021，井上尚武採集. 

形態は以下の点が本種の特徴（Kobayashi, 1986; 日
本直翅類学会 （編）, 2016; 村井・伊藤, 2011）と一致す
る．オス，メスとも前翅が小さく短く，左右どうし重
ならない（図 1， 3）．オスの腹部の側面に黒帯があり，
尾肢が「く」の字に曲がる（図 2）．前胸背はどちら

も緑色だが，メスの腹部は褐色の部分が多い． 

本種は茨城県北地域において山間のアカメガシワ，
クマシデ，ウラジロガシなどを主とする混交林の縁の
草地（図 4）に生息し，その範囲は東西約 140 m，南
北約 60 m，標高約 110～130 mに限られていた．周辺
を調査したが発見できたのはこの 1カ所のみで，似た
ような植生の環境条件があってもこの地以外では成虫
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資 料

図 1．茨城県産ヒメフキバッタ♂ 成虫（北茨城市中郷町, 
2021.11.10, 井上尚武採集・撮影）.

Fig. 1. An adult male of Parapodisma etsukoana. (collected and 
photographed by N. Inoue on November 10, 2021 in Nakago-
cho, Kitaibaraki City).
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が発見できなかった．同属のヤマトフキバッタも一部
で同所的に生息していたが成虫の個体数はヒメフキ
バッタの方が多かった．この理由は本種成虫の出現時
期が他のフキバッタ類より遅いという記録（日本直翅
類学会 （編）, 2016）から推定して，ヤマトフキバッタ
が発生終息期に近かった一方，本種は発生時期のピー
クが遅かったためと思われる．
本州では分布の東限にあたる栃木県で，那須塩原市

内の数カ所のみ生息地が報告されており，栃木県レッ
ドデータブック（栃木県林務部自然環境課・栃木県立
博物館 （編）, 2005; 栃木県環境森林部自然環境課・栃
木県立博物館 （編）, 2018）において，新旧いずれも要
注目種となっている．また埼玉県レッドデータブック
動物編 2018では準絶滅危惧 1型（NT1）のカテゴリー
にランクされている（埼玉県環境部みどり自然課（編）, 
2018）． 

採集した標本の 2♂，6♀はミュージアムパーク茨
城県自然博物館に登録・保管した（標本番号 INM-1-

97011～97018）． 
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図 2．茨城県産ヒメフキバッタ♂の尾肢（井上尚武撮影）.
Fig. 2. A cercus of male Parapodisma etsukoana. (photographed 

by N. Inoue).

図 3．茨城県産ヒメフキバッタ♀（北茨城市中郷町, 2021.11.10, 
井上尚武採集・撮影）.

Fig. 3. An adult female of Parapodisma etsukoana. (collected 
and photographed by N. Inoue on November 10, 2021 in 
Nakago-cho, Kitaibaraki City) .

図 4．ヒメフキバッタの生息地（北茨城市中郷町, 2022.7.31, 
井上尚武撮影）.

Fig. 4. Habitat of Parapodisma etsukoana at Nakago-cho, 
Kitaibaraki City. (photographed by N. Inoue on July 31, 2022).


